研修出張様式４


研修報告書

	所　属　南天の郷　　職　種　介護福祉士　　氏　名　稲田　香織

	期　間　平成27年9月10日　～　平成27年9月10日

	出張目的　小規模多機能型居宅介護研修会(中堅職員対象)

	出 張 先　県民福祉プラザ

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


今回の研修は中堅職員が対象ということで、職場内での自分の立場を再確認するとともに、皆同じ悩みを共有しているという安堵感を得ることができました。自分の何気ない言動一つでおこる影響力というものを意識し、日頃の関わりの中で円滑に業務が進むよう活かしていきたいと思います。全体参加型クイズでは、グループワークにて回答をすることにより、他事業所、個人個人で捉え方や考え方に差があることが分かりました。実際に現場でもこのように個人の見解でサービス提供をせず、その都度スタッフ間で連携、話し合いを持ち、小規模多機能が「できること」「できないこと」を明確にしながら一貫したサービス提供を行っていきたいと思います。
また、制度上制限が少ない分、その場で「希望」なのか「必要」なのかを見極めてサービス提供する力も身につけていきたいと思います。その為に、日頃の情報共有、アセスメントに積極的に努めていきたいと考えます。
1、全員参加型クイズ形式研修10：10～12：00
〇×のクイズ形式にて、制度・小規模多機能型居宅介護ならではのサービス提供についての講習。

・病院内での受診の付添いは「カウントできる」　　　　　　　　　解答　　○　
・各サービス(通い・訪問・宿泊)の提供回数上限を、その利用者毎に計画に載せ、同意が得られれば
利用回数の制限ができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　解答　　×　

・今年度(平成27年度)より、これまで実施されていた「地域密着型サービス評価事業」が変更となり

運営推進会議を活かした「小規模多機能型居宅介護の評価」として新たな自己評価、外部評価に取り
組むことが義務付けられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　解答　　○　

2、【講義】「小規模多機能がめざすものとは」【講師】豊川浩氏(小規模多機能部会長)13：00～14：30
①これまでの施設・居宅サービスと小規模多機能の違い
②平成27年度改正の小規模多機能の概要

③社会保障・税一体改革案による介護の将来像

④小規模多機能型居宅介護の支援の考え方

⑤小規模多機能型居宅介護のはたらき

⑥理想と課題

⑦小規模多機能型居宅介護の生活支援

小規模多機能型居宅介護は、既存サービスと異なり、個々の希望や自宅での暮らしに応じた個別的なプログラムを提供する事ができる。また、流れ作業的な大規模ケアや生活の一部分を限られた時間の中だけで支援するサービスではなく、個々の利用者の尊厳を基礎に置く、利用者の生活(時間・空間・関係性の流れ)を支援する全人的なケアを行うことができる。今までの資源を活用し、繋ぎ合わせていくことで、住みやすい地域になっていく。
3、グループワーク14：40～16：00
各事業所や、個々で抱えている課題をグループにて検討。

①情報共有する為の工夫　→　連絡ノートを回覧。リーダーに情報を集約する。
②日中の活動について　　→　レク担当を2人配置する。個人のレベルに合わせた機能訓練・レクリエ

　－ションを提供。
③カンファレンス実施の仕方　→主担当・副担当を付け、どちらかが必ずカンファレンスに出席できるようにする。状態変化等あった場合、その都度カンファレンスを実施。
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